
工藤医院の増床計画について 

医療法人 工藤医院 

 

 

１． 工藤医院の現状 

1929 年に開院した工藤医院は 1992 年（平成 4 年）に医療法人化し、5 年後には開院

100 年を迎えようとしています。東北本線花巻駅から程近い花巻市一日市に位置し、産

科・婦人科の有床診療所として、思春期から老年期までの女性の健康を支えています。 

特に産科においては、花巻市唯一の分娩施設として、ハイリスク妊婦を除く一般妊婦

の妊娠・分娩に対して 24 時間体制で対応を行っています。周辺地域の産科施設の消滅

に伴い、花巻市に限らず、北上・遠野・釜石・奥州の各市から通院されている妊婦もお

られます。 

現在は病床 15 床のうち、多床室が 11 床（うち、悪阻や切迫流早産など主に産前の方

向けに５床、褥婦の方向けに６床）と個室が 4 床で運営しています。近年は特定妊婦や

精神的不安を抱える妊産婦が増え、保健指導等においてプライバシーを保つ必要がある

事、また時代のニーズにより個室を希望する患者が増えたものの、やむなく多床室で入

院期間を過ごす場合も多くあるのが現状です。多床室から個室への転室が度々あり、そ

の度に入退室の調整や作業でスタッフの人手や時間が割かれています。 

 

 

２． 病床を増床する理由 

 当院の令和 4 年（1－12 月）の分娩件数は 246 件、令和 5 年（同）は 305 件と、分娩

件数は増加傾向にあります。令和 6 年においては、分娩予定数を 320 件程度と見込ん

でおります（令和 6 年 6 月末時点）。また、中部医療圏だけではなく、盛岡医療圏や胆

江医療圏からも妊産婦を受け入れております。里帰り分娩の受け入れもしており、令和

5 年は岩手県外から 23 件の里帰りがありました。令和 6 年においては 30 件程度の見込

みです。1 ヶ月・1 年の中でも、分娩は多い日と少ない日、多い月と少ない月があり、

満床またはそれに近い状態が続いた時はベッドコントロールに苦慮することが起こり

ます。 

 近年の傾向としては、多床室を希望する患者も一定数おりますが、プライバシーを大

切にしたいという意向や、退院後自宅に戻ってからの生活がイメージしやすいなどの理

由から個室を希望する患者が増えています。先述の現状と重複しますが、特定妊婦や精

神的不安を抱える妊産婦が増え、保健指導等の際に多床室では患者のプライバシーを守

りにくいといった難しさを感じています。 



 また、当院では今後は産後ケア事業も計画しており、出産で関わりを終わることなく

産後の育児支援も進めていきたいと考えています。妊婦健診から関わっているスタッフ

が産後も継続して関わりを持つことによって、赤ちゃんとの生活における孤立感や負担

感を減らせると考えます。市町村や各医療機関と連携することにより、多方面から母親

を支えていけるメリットがあります。 

 これらの理由から、1 床ではありますが増床を希望いたします。個室が現在の 4 床か

ら 5 床へと増えることにより、現在当院が抱えている問題の解消はもとより、より良い

療養の環境を提供できるものと考えます。 

 

 

３． 当院が地域で担う役割 

 当院は一次医療機関として、地域に根差し安定した医療を行う責務があると考えてい

ます。産科においては、当院の令和５年の 305 件の分娩のうち、花巻市在住は 192 名

で全体の 62.9%、中部医療圏内（花巻市・北上市・遠野市・西和賀町）在住は 263 名で

全体の 86.2%でありました。低リスク妊婦の妊娠・分娩の受け入れを中心とし、総合周

産期母子医療センターはじめ、各地域の周産期母子医療センターと機能を分担し、連携

しています。母体・胎児ならびに新生児の病状が悪化した際は周産期救急搬送コーディ

ネーターに搬送調整を依頼し、各周産期母子医療センターに受け入れしていただきまし

た。令和５年の母体搬送は 22 件、新生児搬送は 1 件でした。 

婦人科においては、外来診療を主としており、症状が落ち着いている方については二

次医療機関と連携を取りながら受け入れも行っています。また当院ではオンライン診療

を令和４年から先駆的に行っております。広大な県土と主に冬季の交通の不便を考慮し、

オンラインにていつでもどこでも診療を行えるように整備し、診療の利便性と継続性を

確保し、好評を得ております。利用者は中部地域だけではなく、沿岸地域の患者数も増

加傾向にあります。婦人科通院に困難な地域にお住まいの方にも平等に医療を提供し、

貢献できるものとして今後も継続してまいります。県内で暮らす人はもちろんのこと、

生まれ育った地域で安心して妊娠・出産・子育てができる環境を整え、継続していくこ

とは当院の大きな役割と考えます。『異次元の少子化対策』が叫ばれる現在、周産期医

療・女性医療の更なる充実化を図り、手厚く対応を行っていくことが必ずや地域の発展

にもつながっていくものと考えております。 

 

 

４． 増床整備計画 

 増床については新築・増築を行わず、一部用途変更し、現在の構造の中で病室を確保

したいと思います。 

 許可をいただけましたならば、増床の手続きを 9 月末～10 月に行う予定です。 


